ケ— ベル 先生 は 今日 (八月 十二 曰) 日本 を 去る はず 

になって いる。 しかし 先生 はもう 二、 三日 まえから 東 

京に はいないだろう。 先生 は虚儀 虚礼 をき らう 念の 強 

しょうへ い 

い 人で ある。 二十 年 前 大学の 招聘に 応じて ドイツ を 

ひと リ 

立つ 時に も、 先生の 気性 を 知っている 友人 は 一人 も 

停車場へ 送りに 来なかった という 話で ある。 先生 は 影 

の ごとく 静かに 日本へ 来て、 また 影の ごとく こ つ そり 

日本 を 去る 気ら しい。 

静かな 先生 は 東京で 三度 居 を 移した。 先生の 知って 

いる 所 はお そらく この 三 軒の 家と、 そこから 学校へ 通 

う 道路く らいな ものだろう。 かって 先生に 散歩 をす る 



かと 聞いたら、 先生 は 散歩 をす ると ころがな いから、 

しないと 答えた。 先生の 意見に よると、 町 は 散歩す ベ 

きもので な いので ある。 

こういう 先生が 日本と いう 国に つ いてな にも 知ろう 

はずがない。 また 知ろうと する 好奇心 を もっている 道 

理 もない。 私が 早稲 田に いると 言って さえ、 先生に 

か だく A 

は 早稲 田の 方角が わからない くらいで ある。 深 田 君に 

おおくま はく 

大隈 伯のう ちへ 呼ばれた 昔 を 注意 されても、 先生 はす 

でに 忘れて いる。 先生に は大隈 伯の 名 さえ はじめてで 

あつたか もしれ ない。 

私が 先月 十五 日の 夜 晩餐の 招待 を 受けた 時、 先生に 
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